
                 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保
護
者
の
皆
様
、
今
年
の
二
学
期
は
八
月
十
七
日

（

 

月
）

に
ス
タ
ー
ト
し
、
大
変
長
か
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
伸
び
伸
び
と
、
最
後
ま
で
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

二
学
期
の
主
な
行
事
等
に
つ
い
て
、
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

八
月
は
、
全
教
室
に
お
い
て
念
願
の
ク
ー
ラ
ー
が
稼
働

し
、
全
児
童
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
、
校
内
童
話
お
話
大
会
が
実
施
さ
れ
、
低
学
年
の

部
は
玉
城
由
芽
さ
ん
、
高
学
年
の
部
は
新
城
歌
音
さ
ん
が
本

校
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

九
月
に
は
、

「

 

八
島

っ
子

・
あ
ま
か
わ
っ
こ
体
育
発
表

会
」
が
実
施
さ
れ
、
全
学
年
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、

一
生
懸
命

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
笑
顔
で
礼
儀
正
し
か
っ

た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。 

十
月
に
は
、
五

・
六
年
生
参
加
に
よ
る
ハ
ー
リ
ー
体
験
学

習
や
、
五
年
生
に
よ
る
青
少
年
の
家
で
の
宿
泊
学
習
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

一
月
に
は
、
創
立
記
念
集
会
、
避

難
訓
練
、
そ
し
て
、
六
年
生
の
皆
さ
ん

は
小
学
校
最
後
と
な
る
修
学
旅
行
等
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
  

   
   

   
   

 

十
二
月
に
は
、
学
び
の
成
果
発
表
会

が
実
施
さ
れ
、
児
童

一
人

一
人
は
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
や
れ
ば
で

き
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

他
に
も
、
各
学
年
で
の
取
組
、
各
種

検
定
や

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
受
賞
な
ど
、

沢
山
の
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防

の
た
め
、
行
事
の
精
選
や
縮
小
等
が
あ

り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
ど
の
行
事
も
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

結
び
に
、
二
学
期
が
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
ま
た
、
年
末

・

年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
家
族
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
年
末

・
年
始
は
、
決
意
を
新
た
に
す
る
良
い
機
会

で
す
。
お
子
さ
ん
が
、
し
っ
か
り
と

一
年
間
を
振
り
返
り
、

計
画
を
立
て
、
自
ら
の
将
来
に

『 

夢
と
希
望
』
を
持
っ
て
新

年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ご
家
族
で
、
充
実
し
た
年
末
・
年
始
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

 

令
和
三
年

一
月
六
日
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
登
校
し
て

く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

師
走
の
慌
た
だ
し
い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全
て
を
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
三
学
期
以
降
の
本
校
に
お

け
る
様
々
な
教
育
活
動
等
に
参
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

中
で
も
、
Ａ

（

 

あ
て
は
ま
る
）
と
Ｂ

（

 

や
や
あ
て
は
ま
る
）
の
合
計
評
価
が
九

十
％
を
割
っ
て
い
る
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
職
員

一
同
、
そ
の
評
価
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
三
学
期
以
降
の
教
育
活
動
等
に
お
い
て
改
善
す
べ
く
対
応
致
し
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
様
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

A B C D △

あてはま

る

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったくあ

てはまら

ない

よくわから

ない

1 学校は、教育方針をわかりやすく保護者や地域に伝えている。 69% 27% 2% 0% 3% 95% 2% 3%

2 学校は、授業参観日などを適切に設け、授業の様子や学校の様子を知る機会をつくっている。 74% 24% 2% 0% 0% 98% 2% 0%

3 学校は、学校の様子を学校・学年・学級だより、ホームページなどで分かりやすく伝えている。 85% 13% 1% 0% 0% 99% 1% 0%

4 学校は、けがや事故・事件が発生した際、迅速、丁寧に対応している。 77% 17% 2% 0% 4% 94% 2% 4%

5 学校は、登下校時や教育活動時の安全について、指導を行い、「安心・安全な学校」づくりに取り組んでいる。 79% 18% 2% 0% 1% 97% 2% 1%

6 学校は、食に関する指導を行い、子どもの食生活の改善に努めている。 68% 27% 4% 0% 1% 95% 4% 1%

7 学校は、子どもに優しさや思いやりの心を育てようとしている。 65% 27% 5% 0% 3% 92% 5% 3%

8 学校は、子どもに人権を尊重する態度を身に付けさせようとしている。 66% 26% 5% 0% 3% 92% 5% 3%

9 教員は、分かりやすい授業を行うよう努力し、子どもの学力向上に取り組んでいる。 61% 30% 6% 2% 1% 91% 8% 1%

10 教員は、子どもの気持ちをよく理解し真剣に対応している。 57% 32% 7% 3% 1% 89% 10% 1%

11 教員は、子どもの間違った行動に対して毅然とした態度で指導している。 61% 25% 8% 4% 2% 86% 12% 2%

12 教員は、子どもや保護者が相談をした際、誠意をもって対応している。 63% 25% 8% 5% 0% 87% 13% 0%

13 子どもは、地域の中でいつも明るいあいさつをしている。 59% 37% 1% 0% 3% 96% 1% 3%

14 子どもは、家庭学習の習慣が身についている。 59% 31% 9% 1% 0% 91% 9% 0%

15 子どもは、交通ルールなど校外生活の約束をよく守っている。 66% 27% 3% 0% 3% 93% 3% 3%

16 子どもは、学年活動や学校行事に主体的に取り組んでいる。 67% 27% 4% 0% 2% 94% 4% 2%

17 子どもは、「早寝・早起き・朝ご飯」の定着ができている。 61% 35% 4% 0% 1% 95% 4% 1%

18 子どもは、夜のはみがきを毎日している。 82% 15% 3% 0% 0% 97% 3% 0%

19 校舎及び教室は、いつも美しく保たれている。 55% 33% 8% 1% 2% 89% 9% 2%

20 校庭は、いつも美しく保たれている。 79% 17% 0% 1% 3% 96% 1% 3%

No 質　問　内　容 A+B C+D △

Ａあてはまる  Ｂややあてはまる  Ｃあまりあてはまらない  Ｄまったくあてはまらない  △よくわからない 

校
長 

仲
地 

秀
将 

 

 

去
る
金
曜
日
、

「

 

学

び
の
た
し
か
め
テ
ス
ト

（ 

県
学
力
定
着
状
況

調
査
）
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

本
調
査
は
沖
縄
県
が

実
施
し
て
い
る
学
力
調

査
の

一
つ
で
、
三
年
生

～
六
年
生
を
対
象
と
し

て
年
に
二
回
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。 

 

本
調
査
実
施
に
向

け
、
八
島

っ
子

一
人
ひ

と
り
は
、
放
課
後
の
サ

ン
ゴ
タ
イ
ム

（

 

補
習
＝

習
熟
の
時
間
）
等
を
通

し
て
対
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。 

              

当
日
は
、
対
象
と
な

っ
た
八
島

っ
子

一
人
ひ

と
り
の

「

 

最
後
ま
で
粘

り
強
く
国
語
、
算
数
の

問
題
と
懸
命
に
向
き
合

う
姿
」
が
見
ら
れ
ま
し

た
。 

 

二
月
に
は

「

 

沖
縄
県

学
力
到
達
度
調
査
」
と

い
う
大
き
な
テ
ス
ト
も

控
え
て
お
り
ま
す
。
三

学
期
か
ら
は
そ
の
対
策

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

八
島

っ
子

一
人
ひ
と

り
が
確
か
な
学
力
を
確

実
に
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
学
校
に
お
い
て

も
日
頃
の
授
業
を
は
じ

め
、
サ
ン
ゴ
タ
イ
ム
等

に
お
け
る
取
組
を
引
き

続
き
進
め
て
い
き
ま

す
。 ご

家
庭
に
お
き
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
家
庭

学
習
等
の
際
の
激
励

等
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

十
二
月
六
日

（

 

日
）､

本
校
及

び
あ
ま
か
わ
園
で
は
、

「

 

園
児

児
童
の
主
体
的
な
活
動
を
推
進

し
、
学
び
合
う
力
と
表
現
力
の
向

上
を
図
る
。
」
等
を
ね
ら
い
と
し
、

「

 

八
島

っ
子

・
あ
ま
か
わ

っ
こ

学
び
の
成
果
発
表
会
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。 

た
だ
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
、
感

染
拡
大
防
止
に
伴
い
、
各
学
年
等

の
観
賞
は
そ
の
園
児
児
童
の
保

護
者
等
の
皆
様
に
限
定
し
、
か
つ

各
学
年
等
の
発
表
終
了
後
に
お

い
て
は
保
護
者
等
の
皆
様
の
入

れ
替
え
と
併
せ
て
座
席
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
等
の
対
策
を
講
じ

た
上
で
の
実
施
と
な
り
、
例
年
と

は
少
々
趣
の
異
な
る
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
八
島

っ
子
、
あ

ま
か
わ

っ
こ

一
人
ひ
と
り
、
セ
リ

フ
や
担
当
の
楽
器
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
通
し
て
堂
々
と
表
現

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
来
場
下
さ
い
ま
し
た
保
護

者
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
併

せ
て
、
感
染
症
対
策
に
係
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
も
感
謝
致
し
ま

す
。 

１日（金）元旦 
４日（月）仕事始め 
６日（月）３学期始業式 

７日（火）サンゴタイム（全体） 
    ☆早登校推奨週間（～15日） 

８日（火）新春書き初め会 
     サンゴタイム（個別） 
11 日（月）成人の日 
12 日（火）委員会活動 
 Liprond Athlete Program（５・６年） 
14 日（木）児童集会 
     ※保健体育委員会 
      サンゴタイム（全体） 
15 日（金）サンゴタイム（個別） 

16 日（土）４年ＰＴＡ行事 
      おきなわ地域教育の日 

17 日（日）家庭教育の日 
ファミリー読書 

18 日（月）委員会活動 
19 日（火）サンゴタイム（個別） 
21 日（木）火災想定避難訓練 

サンゴタイム（全体） 
22 日（金）サンゴタイム（個別） 
    工業に関する出前授業（6 年）

25 日（月）クラブ活動 
    ☆学校給食週間（～29 日） 
26 日（火）サンゴタイム（個別） 
28 日（木）ミュージック集会 
     サンゴタイム（全体） 
     漢字検定 
29 日（金）授業参観 
 ※高宮城修先生による講話 
  詳細は後日お知らせ致します。 

去
る
十
二
月
八
日
か
ら
十

一
日
の
四
日

間
の
日
程
で
、
琉
球
大
学
教
育
学
部
と
八
島

小
学
校
の
協
働
事
業
で
も
あ
る

「

 

離
島

へ

き
地
校
体
験
実
習
」
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

今
年
度
で
十
二
年
目
と
な
る
本
事
業
に

お
い
て
は
、
琉
球
大
学
教
育
学
部
よ
り
教
職

課
程
で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
が

「

 

児
童
理

解
と
教
職
理
解
及
び
教
師
と
し
て
の
実
践

的
指
導
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
等
を
目
的 

に
、
日
常
の
授
業
参
観
を
主
に
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
し
ま
す
。 

 
  

   
   

   
   

   
 

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
年
度
に
お
い

て
は
事
業
実
施
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
実 

習
を
希
望
し
た
九
名
の
学
生
の
皆
さ
ん
及
び
第

一 

回
目
か
ら
指
導
教
員
と
し
て
関
わ
っ
て
下
さ
っ
て 

い
る
琉
球
大
学
教
育
学
部
の
山
口
剛
史
先
生
の
実 

習
前
か
ら
の
徹
底
し
た
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
対 

策
等
の
ご
尽
力
に
よ
り
実
施
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

実
習
期
間
中
は
、
担
任
の
先
生
に
加
え
て
、
実 

習
生
の
皆
さ
ん
の
八
島

っ
子
と
の
丁
寧
な
関
わ
り 

に
よ
り
、
授
業
時
間
及
び
休
み
時
間
等
に
お
い
て 

八
島

っ
子

一
人
ひ
と
り
の
真
剣
な
表
情
や
笑
顔
が 

よ
り
輝
き
を
放
ち
ま
し
た
。 

 

本
校
で
の
毎
年
の
授
業
日
数
は
約
二
百
日
、
そ 

の
中
、
本
実
習
期
間
は
例
年
四
～
五
日
程
度
で
す 

が
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
八
島
っ
子

一
人
ひ
と
り 

は
、
目
の
前
に
い
て
常
に
目
を
輝
か
せ
優
し
く

一 

生
懸
命
な
学
生
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
と
、
近
い 

未
来
の
自
分
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
る
等
、
そ
の
温 

か
い
関
わ
り
を
通
し
て
多
く
を
感
じ
、
多
く
を
学 

び
取
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

◆
交
通
安
全
に
つ
い
て 

（

 

一
）
交
通
規
則
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て 

①
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
。
信
号
無
視
を
し
な
い
、 

さ
せ
な
い
指
導
、
横
断
歩
道
を
渡
る
。 

②
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
道
路 

を
横
断
す
る
際
の
左
右
の
安
全
確
認
を
確
実
に
行
う
。 

（

 

二
）
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て 

 

①
乗
車
す
る
自
転
車
の
安
全
点
検
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

着
用
努
力
義
務
の
推
進
を
図
る
。 

②
交
通
規
則
に
従
っ
た
安
全
な
自
転
車
の
運
転
を
行
う
。 

◆
水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て 

（

 

一
）
海
、
川
、
た
め
池
等

へ
は
、
友
達
同
士
だ
け
で
行
か
な
い
。 

（

 

二
）
立
入
禁
止
区
域
や
危
険
な
場
所
へ
は
行
か
な
い
。 

（

 

三
）
出
か
け
る
際
は
、
保
護
者
に
行
き
先
を
伝
え
、

一
人
で
行

動
し
な
い
。 

◆
自
然
災
害
等
に
つ
い
て 

（

 

一
）
地
震
発
生
時
に
は
、
近
く
の
テ
ー
ブ
ル
等
の
下
へ
避
難
し
、 

そ
の
後
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。 

（

 

二
）
津
波
警
報
発
表
時
に
は
、
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、
急
い

で
高
台
な
ど
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。 

 

◆
不
審
者
対
策
に
つ
い
て 

（

 

一
）
出
か
け
る
際
に
は
、
ど
こ
へ
、
誰
と
、
帰
宅
時
刻
を
確
認

す
る

（暗
く
な
る
前
に
帰
宅
す
る
）。 

（

 

二
）
子
ど
も
だ
け
で
遠
出
を
し
な
い
。 

（
 

三
）
「
い
か
の
お
す
し
」
を
実
践
す
る
。 

◆
問
題
行
動
の
未
然
防
止
に
つ
い
て 

 
 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
問
題
行
動
の

未
然
防
止
に
努
め
る
。 

 

・
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
達
だ
け
で
の
外
出
や
無
断
外
泊
の
禁
止 

 

【 

三
学
期
の
始
業
式
】 

令
和
二
年

一
月
六
日

（ 

水
） 

※
八
時
十
五
分
～ 

始
業
式
の
日
は
、 

通
常
通
り
の
登
校
時
間
で
す
。 

給
食
も
あ
り
、
午
後
ま
で
の

授
業
で
す
。
各
学
年
の
お
便
り

等
を
併
せ
て
ご
確
認
下
さ
い
。 


